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第 251 図　縄文時代後期～晩期　土器接合図（１）
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第 252 図　縄文時代後期～晩期　土器接合図（２）
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第 253 図　縄文時代後期～晩期　土器接合図（３）

0 5 10 20m

〔1:400〕

L=
10
3.
5m

L=
10
4.
5m

L=
10
4.
0m

L=
10
3.
5m

L=104.5m

L=104.0m

L=
10
3.
0m

L=
11
0.
0m

L=
10
9.
5m

323334353637
A

B

C

D

E

F

G

H

I

第Ⅲ類土器

第Ⅳ類土器

第Ⅴ類土器

第Ⅵ類土器

第Ⅶ類土器

第Ⅷ類土器

第Ⅸ類土器

第Ⅹ-a類土器

第Ⅹ-b類土器

第Ⅹ-c類土器

第Ⅹ-d類土器

第Ⅺ類土器

第Ⅻ類土器

第ⅩⅢ類土器

非掲載遺物は白抜き

第Ⅵ～Ⅹ類不明土器

凡 例

156

154
158

159

155

157

79

188

193

189・190

191

395

661

938

336

342

347

351

354

356

361379

382

382

388

392

393

394

454

472

473

461

474

477

490

493

496

497

498

508

507

420

518

552

569

579

580

590

591

599

600

606

619

625

631

632

637
638

643

644
645

646

655

656

658

659

663

669

751

754

757

765

776

833

843

844

797

804

860

871

885

942
930

947

998

1071

1117

1145

1148

1153

1276

1334

1337

1351

13571391

1392

1379

1380

1383

1211

1214

1218

1225

1229

1236

1238

1240

1241

1202

1249

1370

694

742
711

674

692

679

731

1153

684790



 -14-

第 254 図　縄文時代後期～晩期　土器接合図（４）
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第 255 図　縄文時代後期～晩期　土器接合図（５）

0 5 10 20m

〔1:400〕

L=
10
2.
5m

L=
10
1.
5m

L=102.0m

222324252627

A

B

C

D

E

F

G

H

I

凡 例

第Ⅲ類土器

第Ⅳ類土器

第Ⅴ類土器

第Ⅵ類土器

第Ⅶ類土器

第Ⅷ類土器

第Ⅸ類土器

第Ⅹ-a類土器

第Ⅹ-b類土器

第Ⅹ-c類土器

第Ⅹ-d類土器

第Ⅺ類土器

第Ⅻ類土器

第ⅩⅢ類土器

非掲載遺物は白抜き

第Ⅵ～Ⅹ類不明土器

242

48

239239

238

248

256

268

279

176

200
199

257

243
241

171

17435

246

255

292

274

276
275

178

271

269 270

272

281280

277

247

295

47

173 175

259

266

263

260

261

264

172

291

107

294

182

181

262

267
253

252

115

849

1091

340

341

343

348

367

381

383

387

390

400

401

408

410

413

419

422

425

429
433

435

442

445

449

459

460

463

465

485

481

523

543

541

524

525

526

499

506

510

511

519

532

533

536

535

537

555

557

558

560559 684

568

571

575

578

597

617

622

547634

647

664

665

667

758

763

764

766

777

780

781

785

788

789

808

809

810

814

816

820

821

831

832

835

838

840

841

848

791

806

850

852

853

854

856

859

861

862

863

865

866

867

868

872

873

876

878

879

889

893

896

899

901

909

911

912

915

917

919

922

921

926

929

934

935

936

939

940

941

946

950

952

956

957

959

961

963

964

965

966

968

969

970

972 973

974

974

982

985

987

990

992

993

1001

1002

1004

1005

1006

1008

1011

1016

1017

1022

1023

1026

1027

1028

1031

1042

1124

1046

1051

1054

1058

1060

1066

1067

1073

1077

1086

1093

1139

1095

1096

1101

1106

1110

1114

1120

1122

1123

1043

1126

1128

1133

1135

1140

1142

1144

1150

1152

1155

1156

1157

1160

1163

1164

1168
1169

1172

1398

1399

1401

1263

1264

1270

1271

1272

1277

1278

1282
1283

1285

1287

1298

1301

1304

1305

1310

1312

1313

1260

1261

1317

1331

1332

1333

1342

1350

1353

1355

1321

1366

1322

1395

1396

1192

1215

1219

1223

1231

1234

1235

1250

1204

1371

1372

1375

701

736

747

748

686

610

745

1116

709

849

996

1367

1257

1097

1306 1059

1100
1098

1041

1159

1290

1146

1138 1347

1092 1274

1177

1348

10801255

783

783

1158

996

476



 -16-

第 256 図　縄文時代後期～晩期　土器接合図（６）
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第 257 図　縄文時代後期～晩期　土器接合図（７）
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第 258 図　縄文時代後期～晩期　土器接合図（８）
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第 259 図　縄文時代後期～晩期　土器接合図（９）
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３　遺物

（１）包含層出土土器

ア　概要

　Ⅱ a 層からⅡ c 層の包含層出土の土器については，第

８図から第 13 図の土器分類に従って記述する。土器の

取上点数は第128表に整理した。総取上点数が19,730点，

掲載点数は 1,405 点である。

イ　包含層出土土器の状況

第Ⅲ類土器 ( 第 260 図 334 ～ 337)

　口縁部が立ち上がり幅広の文様帯を作るもので，ヘラ

による連続刺突や幅広の凹線や貝殻腹縁による刺突で文

様を構成する。

　334 は，口縁部で，ヘラによる連続刺突や幅広の凹線

で施文される。口縁部施文帯の下位にも文様が広がる。

335 も同様であるが，凹線が浅く，円形のヘラによる連

続刺突文がうかがわれる。336 は，稜部を挟んで貝殻腹

縁による連続刺突文が施され，下位に凹線がうかがわれ

る。337 は口縁の端部が欠損しているが，ヘラによる連

続刺突や幅広の凹線で施文され，334 と同一個体の可能

性がある。

第Ⅳ類土器 ( 第 261 ～ 268 図 338 ～ 435)

　外反する口縁部に，頚部がゆるやかにしまり，胴部が

やや膨らみながら平底の底部に至る器形である。口縁部

が前型式からの肥厚をもって，三角形の稜部の上下に主

に貝殻腹縁の連続刺突を施すものをａ類とし，肥厚がみ

られなくなり外反する口縁部の外側に文様を施すものを

ｂ類，口縁部が内湾するようになり，文様に短沈線を

つなげて横沈線となる沈線が加わるものをｃ類とする。

いずれも内外面の貝殻条痕の調整が残されるが，ｃ類

は外面がナデ消されるようになる。339 ～ 355 がａ類，

356 ～ 373 はｂ類，338・374 ～ 397 がｃ類である。また，

411 ～ 425 の口縁下の部分は，文様構成からｃ類の可能

性が高い。

　第Ⅳ類土器は，胎土に雲母を多く含んでいることも特

徴である。

　338 は口縁部が内湾しながら外に開く器形で，口縁部

は肥厚しない。貝殻腹縁による刺突を二段に施す。ａ類

とｃ類の比較のために前の方にレイアウトした。339 は

口縁部が屈曲して，外側に稜をなして，その上下に貝殻

刺突と沈線と刺突文を施す。340 は，口縁下に貝殻腹縁

による刺突を一段回し，その下に短沈線で文様を施し，

さらに下位に貝殻腹縁による刺突を一段回す。341 も同

第260 図　第Ⅲ類土器

挿図

番号
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334 深鉢 F41 Ⅱ b
口縁～

頚

連続刺突文・凹線・

横ナデ
横ナデ 〇 △ △ 砂礫△ 5YR6/4 にぶい橙 5YR5/4 にぶい赤褐 640

335 深鉢 F41 Ⅱ b
口縁～

頚

連続刺突文・凹点・

凹線・突起・横ナ

デ

横ナデ 〇 △ △ △ 5YR6/4 にぶい橙 5YR5/4
にぶ vい赤

褐
641

336 深鉢 D33 Ⅱ c 頚 貝殻腹縁文・凹線 横ナデ ◎ △ ◎ 〇 2.5Y3/2 黒褐 7.5YR5/4 にぶい褐 7367

337 深鉢 F41 Ⅱ b
口縁～

頚

刺突微隆突帯・連

続刺突文・凹点・

凹線・横ナデ

貝殻条痕・横

ナデ
〇 △ △ △ 5YR7/6 橙 7.5YR7/4 にぶい橙 640

第58 表　第Ⅲ類土器観察表
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備考欄：計測値の単位は㎝，（）内は復元値
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第261 図　第Ⅳ類土器（１）
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第262 図　第Ⅳ類土器（２）
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第263 図　第Ⅳ類土器（３）
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0 10cm

〔1:3〕第264 図　第Ⅳ類土器（４）



383

384 385

386
387

388 389
390

391 392
393

394
395

396 397

 -25-

第265 図　第Ⅳ類土器（５）

様の施文を行うものと考えられる。342 ～ 355 は，屈曲

ないし肥厚で生じた外面の稜を挟んで，貝殻腹縁による

刺突文などを配するものである。平口縁と波状口縁の

２種類があり，それによる型式差は無いと考えられる。

345 は貝殻腹縁の一部分を用いて刺突を２段に，無作為

に行っている。352 は沈線が３条上書きされる。356 ～

372 は，ほとんど口縁部の肥厚がみられないで外反する

ものである。貝殻腹縁による刺突文が主であるが，358

・369・371 のように，刺突を横方向として，下位の刺突

文と差別化したものもみられる。359 は内面に貝殻条痕

が明瞭に入り，胎土に金雲母を多く含む。363，365 は

口縁部の外反が強く，屈曲部上部に貝殻腹縁による刺

突を施す。370 の様に，短沈線が施されるものもある。

372 も刺突文の下位に沈線が施されている。

　375 ～ 397 は内湾する口縁部が外に開くもので，新た

に短沈線が文様の要素として加えられる。381 は頚部の

屈曲が明瞭で，屈曲部上部は条痕文をナデ消した後沈線

を施し，一方下部の施文は明瞭に条痕文と刺突文を施す。

395 は胎土に滑石を少量含み，２条の沈線を薄く施す。

　398 ～ 435 は胴部の破片である。412 ～ 425 は，貝殻

腹縁による刺突文と短沈線・沈線で施文され，ｃ類のも

のである。398 は胎土に滑石を少量含み，410 は金雲母

を多く含む。412 は沈線が２条薄く，416・418 は明瞭に

沈線が３条施されている。429 は器壁が薄く，内外とも

明瞭に貝殻条痕を施す。431・435 は底部付近で，435 の

内面は粗く貝殻条痕を施し，外面は貝殻条痕を施文後，

ナデ消されている。

0 10cm

〔1:3〕
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第266 図　第Ⅳ類土器（６）
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第Ⅴ類土器 ( 第 269 ～ 274 図 436 ～ 546)

　外反する口縁部がやや内湾して立ち上がり，口縁部と

胴部に文様帯が形成される。内外面が貝殻条痕で調整さ

れ，文様は貝殻腹縁による刺突と短沈線や沈線がセット

で施文されることが多い。これをａ類とする。口縁部が

肥厚して直立するようになり，短沈線や沈線による平行

線文等が主流となるものをｂ類とする。文様が第Ⅵ類の

影響下で三角文や曲線文を多用して，外反する頚部の屈

曲が強くなるものをｃ類とする。

　436 ～ 451 がａ類で，452 ～ 467 がｂ類で，468 ～ 480

がｃ類となる。466 にみられるように，ｂ類には胴部に

平行な沈線を施すものがセットとなり，ｃ類には 524 ～

529・532 ～ 539 などの第Ⅵ類土器の胴部文様でみられ

る曲線文や頚部に刺突文が回る胴部がセットとなるもの

と考えられる。

　436 ～ 445 の第Ⅴ -a 類は第Ⅳ -c 類からの型式変化で

たどれるものである。斜め方向の貝殻腹縁の刺突文と，

それが沈線として文様を形成するものがあり，それを上

下で沈線に挟むモチーフが口縁で主になされる。444・

447 のように，文様が口縁部と胴部の２か所に分かれて

施されるものもある。441・442 は波状口縁である。446

・451 の口縁部は内湾している。447 の口縁部は肥厚し，

肥厚した口縁部に短沈線状の文様を２段に施す。胎土に

金雲母を多く含む。452 は胎土に滑石を含み，口縁部に

第267 図　第Ⅳ類土器（７）
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第268 図　第Ⅳ類土器（８）
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平行沈線を施す。465 の口縁部は内湾し，波状口縁を呈

す。口縁部の文様帯も広く，沈線２条と短沈線２条の計

４条が施され，器壁は薄い。内面は貝殻条痕が施され

た後，ナデ消されている。466・467 の口縁部は肥厚し，

沈線を２条施す。

　468 は，胴部文様のモチーフは第Ⅵ類土器であるが，

沈線で文様を写す。擬縄文を含めてこうした土器が第

Ⅴ類土器として認識されてきたところもある。452・454

・455 は粗い平行沈線として第Ⅴ類土器で設定されたも

のに入る。476 の口縁部も肥厚するが，断面が三角形状

を呈し，斜め方向に短沈線が施される。456・474 ～ 478

などは，口縁部の文様帯のところの形状が第Ⅵ類土器に

近く，文様も三角形や流水文を擬している。

　489 ～ 491 は鉢形土器である。

　頚部から胴部である。492 ～ 499 はａ類，500 ～ 520

はｂ類，521 ～ 539 はｃ類と考えられる。

　492・494 は沈線・短沈線が太く，深く入っている。

507 は胎土に滑石が入り，内外面とも丁寧にミガキ調整

が行われている。515 ～ 517・532・533 は横位直線文の

上から刺突文を施している。刺突文は連続性に乏しい。

537 の頚部の屈曲は緩い。544 は器壁がかなり厚く，胎

土に金雲母を多く含んでいる。

第269 図　第Ⅴ類土器（１）
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第270 図　第Ⅴ類土器（２）

0 10cm

〔1:3〕

第Ⅵ類土器 ( 第 275 ～ 279 図 547 ～ 629)

　幅広の口縁部文様帯と，頚部が無文で胴部に文様帯を

もつもので，磨消縄文が施される。文様は三角形や流水

文様が施され，頚部と胴部の屈曲部には刺突文が施され

る。縄文がなく，沈線のものは第Ⅴ類（沈線のものや擬

縄文・頚部の内側の稜が顕著ではない等々）との類別が

難しいものもあるが第Ⅵ類とした。

　547 は，外反する口縁部に，内外で縦位突帯を２条ず

つ４～６か所貼り付けるもので，第Ⅵ類とした中に含め

たが，北久根山第一型式にみられる土器である。548 ～
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第271 図　第Ⅴ類土器（３）
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第272 図　第Ⅴ類土器（４）
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第273 図　第Ⅴ類土器（５）
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550 は口縁部に文様帯がなく，口縁部外面に縄文が残

る。551 ～ 569 は口縁部である。幅広に肥厚させて文様

帯を形成する。３条を中心に，沈線を施し，途中に楕

円形ないし円形の刺突文を切断するように配する。553

・560・561 は縄文が施されない。554 は胴部文様帯まで

残存するが，文様帯の上部に横方向に刺突文を入れる。

555 も胴部文様帯まで繋がり，連続刺突文が上部を回る。

556 ～ 565 は，口縁部文様帯の下部に，円形ないし楕円

形の刺突文を施すものである。562 ～ 566 は三角形文，

569 は流水文と磨消縄文が施されている。

　570 ～ 625 は胴部の上半，頚部から肩部の文様帯の破

片である。頚部には必ず刺突文が回る。三角形文(570～

574・578・579・581・585 ～ 589・610) や流水文様（611 ～

617) をモチーフとしているものが多いが，S 字文（611

・612) もみられる。570 は三角形文を４条の沈線で大き

く施し，肩部が強く張り出す。内面は横方向にやや粗く

ヘラミガキされる。586 は 570 同様，肩部が強く張り出

し，器壁は薄い。586 は三角形文の中に円形の刺突文を

施す。605 は半円状の刺突文を，610 細い沈線による三

角形文を施す。626 は台付皿形土器である。627・628 は

鉢で，627 は刺突文を３条に施す。

　629 は，第Ⅵ類土器であるが，口縁部形態と円形の凹

点など第Ⅶ類土器と共通点が多く，中ノ原タイプにも近

しい。

第Ⅶ類土器 ( 第 279・280 図 630 ～ 655)

　口縁部が外反して，頚部に明確な稜が形成される。口

縁部は「く」の字状に立ち上がり，屈曲部内部に凹みが

巡る。磨消縄文が施される。内外面共によくヘラミガキ

されて，口縁内部と口縁下は横方向，頚部は縦方向，胴

部文様帯の下は縦方向のヘラミガキをなす。一方，第Ⅷ

類は口縁部の屈曲がなくなっていき，口縁部外面の文様

帯が狭くなる。

第274 図　第Ⅴ類土器（６）
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胴部文様は，波頂部に合わせた位置に円形やハート形の

凹点が入り，やや斜行しても平行沈線様のものを第Ⅶ類

とした。

　630 は，口縁部が外反し，端部が「く」の字状に折れて，

波状口縁をなす。頚部の外反は強くない。頚部に連続刺

突文を施し，その下に平行線の磨消縄文が胴上部に施さ

れる。口縁端部が立ち上がり，内側に凹線が回る。口縁

部の沈線は３本を基本とするが，波底部の文様帯の狭い

部分では２本沈線となる。

　632 ～ 637・639・641・642・645・647・649 は波頂部

を含むが，文様はヴァリエーションに富む。635 はハー

ト形，636・639・643・644・647・649・650 は半円形の

凹点が波頂部に入る。また，631・637・639・641・642

・646・649・650 は波頂部の沈線が３本で，634・638・

644・647・648・650・651・653・654 は２本である。

第Ⅷ類土器 ( 第 281・282 図 656 ～ 684)

　口縁部が折り曲がって立ち上がるのではなく，口縁端

部が肥厚して外面の文様帯部分となってくる。内面の口

縁下の凹線がなくなる。胴部最大径が上がる。調整はヘ

ラミガキが粗くなる傾向がある。

　口縁部の文様帯の幅が縮まり，口縁部には２本沈線文

が，胴部文様は西平式の簡略化として「χ」と横位直線

第275 図　第Ⅵ類土器（１）
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第276 図　第Ⅵ類土器（２）
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0 10cm

〔1:3〕
第277 図　第Ⅵ類土器（３）
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文による横形流水文に変化する。文様は磨消縄文が施さ

れる。656 ～ 684 の口縁部を一応，第Ⅷ類の口縁部とし

て分類しておく。

　658 は口縁端部に２本沈線とハート形の凹点をもつ。

661 は内面の口縁下の凹線が入るが口縁部は折り曲がら

ない。668 は口縁端部が肥厚し，２本沈線と凹点をもつ。

674 は，断面三角形状の外面に文様帯が有り，沈線と連

続刺突文を保持する。最大径は胴部の上位にあり，流水

文様で胴部を施文する。

　679 は，口縁部は立ち上がり，内面に凹線が回るが，

胴部文様は「χ」字で折り返して流水文様となる。684

は口縁端部が肥厚し，きれいな平坦面に２本沈線を施す。

頚部付近の器壁はかなり薄く作られている。

第Ⅶ・第Ⅷ類胴部 ( 第 283 ～ 285 図 685 ～ 750)

　第 283 図の 685 以降の胴部破片には，第Ⅶ類のものも

含んでいる。

　685 ～ 748 は頚部や胴部の破片である。第Ⅶ類土器は

685 ～ 698 で凹点等が入る。699・700 は「χ」字で折り

返しなど第Ⅷ類であるが，他の破片については第Ⅶ類・

第Ⅷ類のどちらなのかは不明である。

第278 図　第Ⅵ類土器（４）
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第279 図　第Ⅶ類土器（１）
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　685 は横位直線文と刺突が明瞭に入り，頚部の屈曲は

やや強い。690 は凹点を用いて「χ」字を表現した可能

性がある。696 ～ 698 は半円状の凹点を隣り合う形で施

文し「χ」字に似た形を作っている。699 は半円状の凹

点１つだけであるが，690 同様，凹点を用いて「χ」字

を表現した可能性がある。741 は頚部の屈曲が弱く，刺

突文がない。横方向に縄文を軽く押し当てて刺突文の様

に施文していると考えられる。740 ～ 745 は縄文が残る

が，沈線は施されていない破片である。

　749・750 は無頚壺の口縁部である。

第Ⅸ類土器 ( 第 286 ～ 292 図 685 ～ 848)

　口縁部あるいは胴部に沈線を施すものである。口縁部

が屈曲して立ち上がらずに，口縁端部の平坦面に沈線が

施される。一部に内側に凹線のあるものもあるが，口縁

部が無文でも胴部に沈線を巡らせるものもある。器面が

ヘラミガキされるが，第Ⅶ類・第Ⅷ類と比べると粗い調

整である。

　751 ～ 782 は口縁端部に沈線を施すものである。

783 ～ 789 は口縁端部には沈線がないが，頚部下に刺突

文・沈線文が施されるもので，第Ⅹ類とした口縁の中に

も第Ⅸ類の口縁部が含まれている可能性がある。790 ～

806 は口縁端部に沈線あるいは刺突文が施されるもの

第280 図　第Ⅶ類土器（２）
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第281 図　第Ⅷ類土器（１）
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で，胴部の文様についてはつかめていないが口縁部形状

から第Ⅸ類の中に含まれるものと考えた。796 のように

長い口縁部で，頚部での屈曲が弱く，胴部文様帯が付く

場合は第Ⅵ類土器に分類できるものが稀にある可能性が

ある。751・754・757 ～ 759 などから，807 以下の胴部

に繋がる可能性が強い。刺突文の連続性が乏しく，結

果，円形や涙滴型の刺突文となったり (754・783 ～ 788

・810・812 ～ 821・823・824・828・830 ～ 832・836)，

刺突文が胴部の一番上の沈線上に施される (757・758・

783・789・814・816 ～ 819・826) 等が特徴である。同

様の特徴は 790 ～ 806 は口縁端部にもみられる。

第Ⅹ類土器

　無文土器の一群である。

第Ⅹ -a 類（第 293 ～ 297 図 849 ～ 893）

　内外面共に丁寧にヘラミガキされ，口縁端が立ち上が

り，口縁の立ち上がりの内面に凹線が巡るものである。

頚部のヘラミガキ方向は縦方向が多い。第Ⅶ類・第Ⅷ類

の文様のないものと考えられ，有文と無文の土器が存在

したものと考えられる。

　849 は図上復元したものである。口縁部内側に凹線が

巡り，口縁部の立ち上がりを結果的にかたちどる。頚部

が長く口径が胴径を上回る。平底である。850 は 849 と

第282 図　第Ⅷ類土器（２）
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比較すると口縁部が短い。内外面ともに丁寧に磨かれて

いる。口縁端部が短く立ち上がる。

　口縁部形状では，凹線が巡るもの (849・851・853 ～

864・868 ～ 871・874・876・878 ～ 884・886 ～ 890)，

口縁端部がくちばし状になっているもの (850・857・865

・867・872・873・875・877・885) などがある。

　大型のもの (851・852)，中型のもの (853・857・895)，

小型のもの (876 ～ 889) など，大小のものがやや器形の

異なりで存在し，これらが器種として機能していた可能

性がある。

　857 は口縁部内側に凹線が巡り，調整は内外面とも横

方向にヘラミガキがされる。858・860 は口縁端部に狭

い平坦面をもつ。865・866 は頚部の屈曲が強く，871 の

口縁部はやや肥厚し，内面に明瞭な凹線をもつ。876 は

第Ⅹ -a 類に入れてあるが，頚部の屈曲が強く，肩部も

張り出すなど第Ⅹ -b 類の特徴ももっている。881 はス

第283 図　第Ⅶ・Ⅷ類土器（１）
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第284 図　第Ⅶ・Ⅷ類土器（２）
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第285 図　第Ⅶ・Ⅷ類土器（３）
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第286 図　第Ⅸ類土器（１）
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第287 図　第Ⅸ類土器（２）
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第288 図　第Ⅸ類土器（３）
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第289 図　第Ⅸ類土器（４）
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第290 図　第Ⅸ類土器（５）
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第291 図　第Ⅸ類土器（６）
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0 10cm

〔1:3〕
第292 図　第Ⅸ類土器（７）
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第293 図　第Ⅹ-a 類土器（１）
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〔1:3〕第294 図　第Ⅹ-a 類土器（２）
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第295 図　第Ⅹ-a 類土器（３）
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第296 図　第Ⅹ-a 類土器（４）
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第297 図　第Ⅹ-a 類土器（５）
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第298 図　第Ⅹ-b 類土器（１）
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第299 図　第Ⅹ-b 類土器（２）
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第300 図　第Ⅹ-b 類土器（３）
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第301 図　第Ⅹ-c 類土器（１）
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第302 図　第Ⅹ-c 類土器（２）
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第303 図　第Ⅹ-c 類土器（３）
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第304 図　第Ⅹ-c 類土器（４）
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第305 図　第Ⅹ-c 類土器（５）
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スが多く付着し，胎土に金雲母を含む。891 は波状口縁

で，波頂部の２か所に工具を押し当て，波頂部が盛り上が

るように整形している。

第Ⅹ -b 類（第 298 ～ 300 図 894 ～ 927)

　口縁端部は丸く，口縁部内側に沈線が引かれる。内外

面共に丁寧にヘラミガキされる。口縁部から頚部がやや

短くなり，胴径がやや上位に来て肩が張る器形である。

頚部のヘラミガキ方向が横方向のものが多く，三万田式

土器に伴う浅鉢に特徴が似ている。底部は胴部からすん

なり収まり上げ底である。本遺跡からは三万田式土器は

みられない。第Ⅺ類土器に伴う可能性がある。

　第Ⅹ-a類と同じで，大型のもの(921)，中型のもの(894

・912)，小型のもの (914・915) など大きさに違いがある。

　894 は口縁部内側に沈線が引かれ，内外共に横方向に

ヘラミガキされる。口縁部から頚部がやや短いものの，

肩の張りは強くない。895 は口縁部内側に沈線が薄く引

かれ，波状口縁である。第Ⅹ -b 類では珍しく粗製土器

で，器壁も薄い。902 は平口縁で，大型の無文土器であ

る。第Ⅹ -a 類の可能性もある。912 は特に口縁部から

頚部が短く，胴径がやや上位にきて肩が張る。914・915

0 10cm

〔1:3〕
第306 図　第Ⅹ-d 類土器（１）
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第307 図　第Ⅹ-d 類土器（２）
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は小型で，どちらも平口縁である。921 は大型で，調整

は内外面ともやや粗めにヘラミガキされる。922 は平口

縁の粗製土器である。925は外面から頚部に凹線を入れ，

頚部の屈曲を強調し，内面は明瞭な稜をなす。

第Ⅹ -c 類（第 301 ～ 305 図 928 ～ 981）

　口縁部形状が第Ⅸ類土器と同様の形状で，口縁端部が

屈曲して立ち上がらずに，口縁端部に狭い平坦面がある。

口縁部の外反が緩くなる。器面調整はやや粗いヘラミガ

キである。頚部から口縁部のヘラミガキが，調整原体が

幅広になったりしてヘラナデみたいなものもある。第Ⅸ

類土器の口縁部形状・調整に似ており，その無文のもの

と考えられる。

　大型のもの (928 ～ 930)，小型のもの (968・970・977)

などがみられ，中型のものが最も多い。

　928 は平口縁で，口縁端部に平坦面をもつ。大型の粗

製土器である。内面調整は頚部から口縁部にかけて横方

向，胴部は縦方向に，外面は横方向にヘラミガキされ，

内面調整が丁寧に行われている。頚部から口縁部にかけ

てやや短い。

　929 はゆるやかな波状口縁を呈し，口縁端部に平坦面

をもつ。内面調整は横方向，外面は縦方向にヘラミガキ

される。頚部に凹線がみられる。930 は平口縁で，大型

第308 図　第Ⅹ-d 類土器（３）
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第309 図　無文土器【精製】（１）
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第310 図　無文土器【精製】（２）
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である。頚部の屈曲は緩やかである。949 は器面調整が

第Ⅹ -a・b 類同様に丁寧に行われている。964 はススが

やや多く付着している。966 は口縁端部の内と外の両側

に平坦面をもつ。970 は小型の無文土器である。970 は

第Ⅹ-b類の可能性も考えられるが，口縁形状から第Ⅹ-c

類とした。

第Ⅹ－ｄ類（第 306 ～ 308 図 982 ～ 1010）

　口縁端部に面をもたずに，口縁部が真っ直ぐ外反する

器形である。これもヘラミガキがやや粗く，横方向の調

整が卓越して，調整原体が幅広になったりしてヘラナデ

みたいなものもある。第Ⅻ類土器に伴う可能性がある。

大型のものがみられず，中型のもの (981・989 ～ 992)，

小型のもの (993・994・1002・1004・1006・1008・1010)

などが多いことは，第Ⅻ類土器の深鉢形土器や台付皿形

土器以外の器種を補完した可能性もある。

　986 は斜め方向へのヘラミガキ調整が卓越し，内面は

ヘラナデされている。987 の口縁端部はくちばし状に細

く整形されている。994 は小型の無文土器で，口縁端部

に面をもたない。口縁部がやや真っ直ぐに外反する。外

面調整は，頚部は横方向，胴部から底部へは縦方向にや

や粗めにヘラミガキされる。上げ底の底部をもつ。993

・1008 は胴径がやや上位にくる肩が張る第Ⅹ -b 類に似

た器形であるが，第Ⅹ -d 類とした。

第Ⅹ類（胴部）（第 309 ～ 321 図 1011 ～ 1179）

　第Ⅹ類土器を中心とする胴部をまとめた。

　1011 ～ 1095 の精製土器については大型のものはほ

とんど無く，中型のものと小型のものが多い。1096 ～

1179 の粗製土器については，大型から中型のものが多

い。胴部下半の破片については，次の第Ⅺ類土器や第Ⅻ

類土器のものを含んでいる可能性がある。

　1011 ～ 1095 は表裏面共にヘラミガキが丁寧になされ

る精製土器である。1015 は頚部内面に明確な稜をもち，

第Ⅹ -b 類の可能性がある。褐色の胎土をもつ。1020 は

胴径がやや上位にきた肩の張る器形で第Ⅹ -b 類の可能

性がある。1025・1028 は頚部の屈曲が弱い。1032 は縦

方向へのヘラミガキ調整が卓越している。1040 は器壁

がやや厚い。1046 は小型の無文土器で，頚部の屈曲は

やや弱く，外面調整は横方向にやや粗くヘラミガキさ

れる。1060 は頚部内面に明確な稜をもつ。内外面とも

横方向にやや粗くヘラミガキされる。第Ⅹ -a 類の可能

性が高い。1071 は小型であるが，器壁は薄く，第Ⅹ -d

類の可能性がある。1073 は頚部の屈曲が強く，第Ⅹ -b

類の可能性が考えられる。1095 は上げ底の底部をもち，

底部上部付近は指押さえによる調整を行っており，全体

的に粗い作りである。

　1096 ～ 1179 は前者に比べると，調整が粗く，器壁が

第311 図　無文土器【精製】（３）
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厚いものである。1098 は頚部の屈曲がやや弱く，内外

面とも横方向にヘラミガキされる。1105 は胴部が張ら

ない器形である。1119 は頚部近くで補修孔をもつ。外

面から丁寧に孔を開けている。1145 の底部は平底が想

定され，第Ⅴ類土器の可能性もある。1151 は縦方向を

基本に粗くミガキ調整を行っている。1153 は胎土・調

整から無文土器としたが，胴部小片のため弥生土器の

可能性も考えられる。1157・1159・1161・1169・1177

は斜め方向，1158・1160・1162 ～ 1166・1172 ～ 1175・

1178 は縦方向に，1168・1170・1171 は横方向にミガキ

調整されている。

第Ⅺ類土器（第 322 図 1180 ～ 1197）

　口縁部が内傾または直口し，２条の凹線が巡る。凹線

文の幅が広いものがあり，凹線と凹線で蛇腹状の形状の

ものもみられる。沈線のものも含む。調整は内外面とも

に丁寧にヘラミガキが施される。第Ⅻ -a 類と比較する

と口縁が肥厚せず，頚部はほぼ屈曲しない。鳥井原式～

三万田式土器と併行する時期の土器群と考えられる。

　1180 ～ 1186・1188・1189 は口縁部が内傾する。1187

・1190 ～ 1195 は口縁部が直口し，1196 は外反する。

1183 ～ 1186・1188・1193・1195 は器壁が薄く，内外面

ともに丁寧にヘラミガキが施されている。1194 は凹線

上に凹点が施されている。1196 は鳥井原式土器の特徴

をもっており，凹線と凹線で蛇腹状の形状となっている。

1197 は内面に沈線が１条施されており，台付皿形土器

の皿部と考えられる。

第Ⅻ類土器

第Ⅻ -a 類（第 323 図 1198 ～ 1219）

　口縁部が内傾または直口し，２条の凹線が巡る。頚部

はやや屈曲する。胴部は口径より張り出して，屈曲して

第312 図　無文土器【精製】（４）
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第313 図　無文土器【精製】（５）
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第314 図　無文土器【精製】（６）
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第315 図　無文土器【粗製】（１）
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